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なって散在するためで、あり，油滴状及び塊状漏洩は
膿蕩内への「モJ流入又は導管壁破壊による管外への
漏洩のためと忠われる。
以上腺の和織学的安化が極めて明確に唾影像に反
映され，本法が唾液腺疾患の診断上極めて価値ある
ことを知った。 
23.植え ζみ電極法による脳波測定にワいて
。横田俊二，佐々木司郎，
.村山 智(薬理学〉
現今，中枢神経系の電気的活動を解明する一手段 
として脳波の測定が盛んに用いられるようになった
抗従来の動物実験では電極挿ス時の麻酔及び手術
侵襲の影響ある急性実験のため充分な成績は得られ 
なかった。我々は上述の影響をとり除L、たより生理
的な脳波を得るため動物を緊縛することなく自由に
行動し得る状態で脳波を測定し得る植えこみ電極法 
(implanted electrode technique)を用し、た。実
験方法は，脳のある特定な部位の脳波を記録するた
め，ネコの頭部を Hor叫 ey-Clarke氏立体的固定
装置で固定し，中脳網様体 (reticularformation) 
間脳及び視床下部の諸核に銀線の皮質下電極を，叉
大脳皮質の運動領，知覚領等に皮質電極を植えこ
み，術後 2~3 週間動物の安定をまって防音箱内の
一定環境下で脳波を記録し，同時に動物の一般状態
をカメラにおさめ脳波と覚醒時及び睡眠時との関係
を明らかにした。 
24.急性催眠剤中毒の臨床的研究
特に脳脊髄液所見について
安井成美(国立千葉病院内科〉
昭和 31年 5月より現在までに本院に収容された
急性催眠剤中毒患者 54例(プロムワレリル尿素 43
例服用量平均 12.6g・アドルム 6'ou平均 4.8g.併用
其の他5例〉について，今回は特にプロムワレリノL
尿素中毒の鑑別診断を目的として， 16例に昏陸中の
脳脊髄液検査， 32例に血清プロム濃度測定を夫々実
施した結果を報告する。
検査項目: 1.脳脊髄液は圧・糖量・蛋白量・グ
ロプリシ反応・細胞数・プロム定量。 2.血液は糖 
量・プロム定量を実施Lた。
成績: 髄液，庄は 16例中 9例に上昇を見た。糖 
量は 12例に血糖と平行して上昇を認めた。両所見 
は過半数が中等症以上に見られた。蛋白・グロプリ
ン反応・細胞はし、ずれも 1.-..-2を除いて正常範囲で
あった。プロム濃度は 0--11.7mgfdlの値を得，或
程度服用量，病状と関係した。アドノLムは O濃度を
示した。
血清，プロム濃度は 1~22 .4 mgfdlで昏臨時平均 
9.8mgfdlで服用量に或程度比例した 0， 
25.大量の催眠剤服用による自殺企図とその瀕死
状態に陥れるものの.救治方法
加藤普佐次郎(東京〉
①標題の如き状態は今日に於て相当数起る。
② これを発見しても救急車にて救急病院に運ぶ
に適せず叉運びつけても施すべき策なく.多くは死
す。
③ か主る場合に私は患者の家族隣人等10数人の
協力を得2昼夜以上に豆り次の方法を実行し遂に完
全に回復せしめ得た 6例を有す。
④ 私の瀕死状態と言うのは深い睡眠状態と異り 
呼吸浅表遅除，脈持徴弱瀕数，瞳孔散開，角膜乾
燥，顔貌遅緩等の状態を言う。
⑤私の方法「先ず出来るかぎりの注射をなし水
分の補給を計り導尿をなす。叉同時に人工呼吸，人
工心動，腎臓部蝕按等を施し他に 6人の者が同時に
左右両上下肢の各部に指圧掌圧を施すJそれより血
行の助勢と神経の刺激を加える。 rこの際全員の動
作を一定のリズムに一致せしむj。
⑥私は上記の方法を「オ{ケストラ指圧法j と
名付けている簡単な方法であるから 1時間位実行す
れば各人が習得し協力し実行し得るのである。 
26.輸血の臨床的観察及び副作用について
大久保正(国立千葉病院外科〕
昭和 23年 1月より昭和 32年 10月に至る約 10年
間に輸血を施行せる 1，200例について統計的に副作
用を観察した。
(1)概括するに其の頻度は腹部疾患群。胸部疾患
群。共の他の疾患群(骨髄炎，骨折，肉腫，外傷等〉
に分けた場合，腹詐疾患群に多し、。叉年令的には 30
才代から老人に多く若年者に少ない。性別には男性
に多く女性との比は略々 2対 1の割である。
(2)発現時間は 20乃至 30分に最も多くその経過
は大体 10乃至 30分位である。
(3)副作用の主なものは， (イ〕 グエン酸加間接
頃であ)1輸血に依るもの…一発熱，悪感，脈博頻数の
(ロ〉保存血に依るものは，毒麻疹，発熱であり，
る。尚血、浩肝炎は保存血に多く見られた。
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27.右横隔膜ヘルエアを伴う胃転錯症費量総腸間膜 対象となった脊椎カリエス，椎間板ヘルニア症例の
症の 1例について 手術的効果の検討の結果に就いて報告すると共に現
力日倉井登(千葉鉄道病院内科〉 在尚積極的療法の行われることの少い脊椎たり症，
胃腸管発生課程の発育不全に基づく崎型で比較的 及び分離症，特に脊椎側轡症等の治療分野の開拓を
稀有で他疾患の疑いで来院した症例である。 企図し，脊椎々体直達療法の実施を計った結果に就
即ち集団検診に於いて右側胸部疾患の疑いで千葉 いて報告する。 
鉄道病院内科受診精査の結果内臓不完全転錯症と思 31.子宮頚癌に対す各制癌剤の4オシトホレーゼ
われる胃の右特発性縦軸全捻転で該側横隔膜ヘルニ 療法
アを伴い更に腸管レントゲン検査の所，総腸間膜症
御園生雄三宮安徹太郎，荒木 晃
も合併していた学童の 1例に就いて報告する。	 
森島邦夫(産婦人科〉
28.中山外科教室に於ける膝頭十二指腸切除症例 制癌剤アザンを吉田肉腫白鼠に投与するに腹水の
について 消失，生存日数の延長など可なりの制癌効果を認め
佐藤 博(中山外科〉 た。但しその使用量はヒトに対する使用量に比する
昭和 24年以来木年 6月まで中山外科教室で施行 ときは 100倍以上の大量である。子宮頚癌にアザシ
した，牒頭十二指腸切除症例は 19例であり，対称と を筋肉内注射をするときは，食欲不振，悪心，臨吐
なった疾患は陣頭癌，並びに幽門癌の牒頭に浸潤転 などの副作用が広く現われ，大量使用を許されな
移せる症例等で此の中棒頭十二指腸切除に大腸を合 い。従ってその腫療に対する制癌効果も見るべきも
併切除を加えた症例 5例を含んでいる。 のがなし、。然るにアずンをイオ y トホレーゼ法によ
此の度は之等症例に対して行っている，教室の術 って頚癌広彦透させるときは，腫療の清浄化，止
式の特徴と，之等症例の術後臨肱検査成績につし、て 血，腫蕩の縮少などの肉眼的効果を来し， '組織学的
のベる。 にも腫蕩細胞の崩壊，空胞化などの退行2羽生む増加
が明らかに認められる。 
29.脊椎カリエスに対ずる後方固定手術の新工夫
「イ J療法は薬剤をイオ yイじして組織に深く諺透
渡辺治基(国立療養所下志津病院〉
させる方法であり，薬剤の局所応用法として最も進
国立療養所下志津病院にカリエス病棟を設けると 度したものの一つである。婦λ性器はその解剖学的
共に，脊椎カりエスに対する手術療法を実施するに 構造から「イ j療法によく適合する器官である。吾
至っている 々はなお婦人科領域に於ける炎症性疾患にスルファ
積極的直達療法を行う一方叉，保存的手術法とし ミシ剤の「イ J療法を行い，好成績を挙げつ  Lあ
て後方固定手術も行っているが，特に腕突起問骨移 る。
植，叉糠突起 Staplingなる方法を考案し実施して
いる。之のこ方法は， Albee法案とは異り，限局的
固定法であり且つ手術は識に簡単な方法である。演
岩はこの新工夫の下に加療した症例に基づき本手術
法を解説する。 
30.脊椎々体前方侵襲の研究(総天然色映画供覧〉
。鈴木次郎，石橋文太，坂巻 	 蛤，

石川芳光，渡辺良彦，奥田八雄， 

小川源太郎(整形外科〉

脊椎々体に対し直達的に侵襲を加え得るならば，
その治療的価値は大なるものがある。我々は実験的
並びに臨床的に直達方法の研究を行い来っている
が，夫等の成果の一部は既に屡々報告した所である。
今回は我々が臨床的に，我々が工夫した手術法の
